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六 

稲
葉
黙
斎
『
姫
嶌
口
義
』 

解
題
・
注
釈
・
校
合 

大 

久 

保 

紀 

子 

   

○
『
姫
嶌
口
義
』
解
題 

 

『
姫
嶌
口
義
』
は
、
千
葉
県
山
武
市
成
東
の
熱
田
秀
夫
氏
所
蔵
の
稲
葉
黙
斎
の
真
蹟
書
で
あ
る
。
『
姫
嶌
口
義
』
の
成
立
の

経
過
に
つ
い
て
は
『
姫
島
講
義
』
の
解
題
で
す
で
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
真
蹟
書
が
熱
田
氏
に
伝
え
ら
れ
た
由
来

を
述
べ
、
次
い
で
『
姫
嶌
口
義
』
と
『
姫
島
講
義
』
の
性
格
の
相
違
を
示
す
具
体
的
な
部
分
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
真
蹟
書
が

熱
田
氏
に
伝
え
ら
れ
た
由
来
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
山
武
市
成
東
在
住
の
山
口
巌
氏
の
ご
教
示
に
よ
っ
て
こ
こ
に
記
す
こ
と
が

で
き
た
。
本
解
題
の
資
料
１
も
、
山
口
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。 

 

（
一
） 

鈴
木
氏
か
ら
花
沢
氏
、
さ
ら
に
熱
田
氏
へ 

  

『
姫
嶌
口
義
』
は
、
『
姫
島
講
義
』
解
題
に
記
し
た
と
お
り
、
黙
斎
が
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
、
上
総
清
名
幸
谷
（
現

千
葉
県
山
武
郡
大
網
白
里
町
清
名
幸
谷
）
滞
在
中
に
記
し
た
『
道
学
標
的
』
の
講
義
の
概
略
で
あ
る
。
黙
斎
は
、『
姫
嶌
口
義
』

を
迂
斎
の
八
幅
の
墨
蹟
と
と
も
に
小
童
に
託
し
て
八
人
の
門
人
に
与
え
よ
う
と
考
え
た
。
実
際
に
八
幅
の
墨
蹟
は
そ
れ
ぞ
れ
門
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(1)
(2)

(3)

人
の
手
に
渡
さ
れ
、
『
姫
嶌
口
義
』
は
八
人
が
ど
の
よ
う
な
形
で
目
を
通
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
鈴
木
養
察
に
よ
っ
て
所

蔵
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
養
察
は
、
『
姫
島
講
義
』
一
の
語
注
で
述
べ
た
よ
う
に
江
戸
で
迂
斎
に
学
び
、
帰
郷
し
て
上
総

に
道
学
の
種
を
播
き
、
育
て
た
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
上
総
の
門
人
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
養
察
が
『
姫
嶌
口
義
』
を
所

蔵
し
た
と
考
え
て
も
無
理
は
な
か
ろ
う
。 

 

山
口
氏
は
、
平
成
十
六
年
一
月
、
『
姫
嶌
口
義
』
真
蹟
書
を
所
蔵
し
て
い
る
熱
田
秀
夫
氏
の
御
母
堂
熱
田
静
江
氏
に
熱
田
家

に
真
蹟
書
が
伝
わ
る
由
来
に
つ
い
て
尋
ね
、
次
の
よ
う
な
事
実
を
確
認
し
た
。
熱
田
家
の
現
当
主
秀
夫
氏
の
祖
父
、
つ
ま
り
静

江
氏
の
父
君
常
三
郎
氏
は
山
武
市
湯
坂
の
花
沢
常
蔵
氏
の
三
男
で
あ
っ
た
。
常
三
郎
氏
が
熱
田
家
に
養
子
入
り
す
る
際
、
祖
父

花
沢
退
蔵
氏
の
所
蔵
本
を
分
け
与
え
ら
れ
、
『
姫
嶌
口
義
』
真
蹟
書
は
そ
の
一
冊
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

花
沢
退
蔵
氏
が
何
故
『
姫
嶌
口
義
』
真
蹟
書
を
所
蔵
し
て
い
た
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
山
口
氏
は
、

佐
藤
直
方
門
下
で
は
写
本
や
貴
重
本
を
愛
弟
子
に
譲
る
習
慣
が
昭
和
ま
で
続
い
て
い
た
模
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
花

沢
退
蔵
氏
の
師
で
あ
る
鈴
木
養
斎
が
、
そ
の
祖
父
養
察
か
ら
受
け
継
い
だ
真
蹟
書
を
退
蔵
氏
に
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
。
以
上
の
こ
と
を
図
示
す
る
と
資
料
１
の
よ
う
に
な
る
。 

 

花
沢
退
蔵
（
文
政
元
［
一
八
一
八
］
年
―
明
治
二
十
八
［
一
八
九
五
］
年
）
は
養
察
の
孫
、
鈴
木
養
斎
に
学
び
、
そ
の
没
後

は
奥
平
棲
遅
庵
に
師
事
し
た
。
学
に
努
め
、
温
厚
、
篤
実
、
同
じ
湯
坂
の
佐
久
間
泉
台
、
佐
藤
秀
敏
ら
と
村
内
の
風
紀
を
あ
ら

た
め
る
に
力
あ
っ
た
と
し
て
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
、
領
主
か
ら
褒
美
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
二
） 

『
姫
嶌
口
義
』
と
『
姫
島
講
義
』 

  

『
姫
島
講
義
』
解
題
で
述
べ
た
よ
う
に
『
姫
嶌
口
義
』
は
特
定
の
門
人
達
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
り
、
そ
れ
が
整
斉
を
加
え
ら
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れ
て
『
姫
島
講
義
』
と
い
う
講
義
の
形
に
変
容
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
性
格
の
違
い
を
具
体
的
に
示
す
部
分
を

資
料
と
し
て
あ
げ
る
。
構
成
の
違
い
に
つ
い
て
は
『
姫
島
講
義
』
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 
資
料
２
は
『
姫
嶌
口
義
』
と
『
姫
島
講
義
』
の
校
合
で
用
い
た
底
本
を
比
較
し
、
細
か
な
字
句
や
文
単
位
で
の
相
違
は
省
略

し
て
、
段
落
単
位
で
の
相
違
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
と
Ｂ
を
見
れ
ば
、
『
姫
嶌
口
義
』
と
『
姫
島
講
義
』
の
性
格
の
違
い

は
明
ら
か
で
あ
る
。
Ａ
で
は
、『
姫
島
講
義
』
の
「
聖
人
」
の
説
明
が
、『
姫
嶌
口
義
』
の
そ
れ
と
比
べ
て
、
格
段
に
行
き
届
い

た
講
義
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
説
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
聖
人
に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

人
た
る
者
は
み
な
聖
人
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
方
向
性
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
Ｂ
の
『
姫
嶌
口
義
』
の
部
分
に
は
、
た
と
え
ば
「
及
レ

企
二 

行
装
一

」
、
あ
る
い
は
「
以
易
二

石
尤
風
一

」
な
ど
の
い
か

に
も
旅
先
の
宿
ら
し
い
表
現
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
姫
島
講
義
』
の
部
分
は
講
義
に
ふ
さ
わ
し
く
学
問
を
力
強
く
奨
励

す
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。 

 

［
注
］ 

(1) 

『
姫
島
講
義
』
解
題
参
照
。 

(2) 

『
姫
嶌
口
義
』
末
尾
の
宛
名
の
「
姫
嶌
大
兄
」 

(3) 

伊
庭
氏
蔵
、
田
原
秀
信
『
諸
君
子
小
傳
』 

 

資
料
１ 

─
─
は
父
子
関
係
、
…
…
は
師
弟
関
係
を
表
す
。 

 

は
真
蹟
書
を
所
蔵
し
て
い
た
者
、
、 

は
所
蔵
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
者
を
表
す
。 

ン
テ

ツ
ル
ニ

ヲ

フ
ト

ニ
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鈴
木
養
察
─
□
─
鈴
木
養
斎
…
…
花
沢
退
蔵
─
花
沢
常
蔵
─
熱
田
常
三
郎
─
熱
田
周
意
・
静
江
夫
妻
─
熱
田
秀
夫 

（
一
七
七
九
年
没
） 

（
一
八
三
七
年
没
） 

（
一
八
九
五
年
没
） 

 

資
料
２ 

Ａ 

漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
和
文
の
部
分 

『
姫
嶌
口
義
』 

聖
人
ト
云
人
、
日
本
タ
ヘ
テ
一
人
モ
見
ヘ
玉
ス
。
神
武
以
来
近
付
ニ
一
人
モ
ナ
ク
、
中
国
ト
テ
モ
四
五
千
年
ノ
久
キ
、
ツ
イ

ニ
カ
ホ
出
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
ド
ノ
ヨ
フ
ナ
モ
ノ
ト
書
付
テ
ハ
ミ
セ
カ
タ
ク
、
口
ニ
述
テ
ハ
聞
セ
ガ
タ
シ
。 

『
姫
島
講
義
』 

所
謂
聖
人
ナ
ル
人
、
日
本
タ
ヘ
テ
一
人
モ
見
ヘ
玉
ハ
ズ
。
神
武
以
來
一
人
モ
近
付
ニ
ナ
ケ
レ
バ
、
吾
人
思
ヒ
忘
レ
テ
ヲ
ル
ハ

聖
人
ナ
リ
。
然
ル
ニ
ソ
ノ
聖
人
ナ
ル
モ
ノ
、
別
ニ
天
ヨ
リ
内
々
ノ
賦
命
ア
ル
ニ
非
ズ
。
又
外
ニ
格
段
ノ
重
寶
ヲ
モ
領
セ
ズ
。

耳
目
鼻
口
四
肢
百
骸
、
吾
人
ト
分
寸
ノ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
、
吾
此
一
身
モ
聖
人
ト
同
ク
完
然
備
足
シ
テ
、
聖
人
ニ
對
シ

耻
シ
カ
ラ
ヌ
家
筋
ナ
リ
。
只
一
毫
ノ
私
欲
、
吾
コ
ノ
血
氣
形
体
ニ
長
ジ
ハ
ビ
コ
リ
テ
、
自
カ
ラ
如
レ

此
汚
濁
ノ
身
ニ
ヲ
チ
ブ

レ
タ
ル
ナ
レ
バ
、
吾
此
人
欲
ノ
汚
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
、
吾
此
聖
人
ト
共
ニ
持
合
セ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
逐
ヒ
退
レ
バ
端
的
聖
ト
ナ

ル
ノ
路
徑
ヒ
ラ
ケ
テ
、
萬
里
之
遠
參
商
之
隔
千
苦
百
難
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
道
ハ
品
川
カ
ラ
長
崎
マ
デ
ズ
ツ
ト
ア
イ
テ
オ
レ
バ
、

イ
ツ
ゾ
ハ
聖
人
ノ
域
ニ
イ
タ
ラ
ザ
ル
ノ
理
ナ
シ
。
此
又
分
外
過
當
ノ
望
ニ
ア
ラ
ズ
。
吾
コ
ノ
天
ヨ
リ
備
足
ス
ル
處
ノ
本
体
ト

ナ
リ
タ
ル
ノ
ミ
。
聖
人
豈
遠
カ
ラ
ン
ヤ
。 
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Ｂ 

漢
文
の
部
分 

『
姫
嶌
口
義
』 

不
レ

圖
姫
嶋
老
兄
家
禍
如
レ   

此
於
レ

是
不
レ

得
三

八
子
同
集
二

會     

姫
嶌
一

而
日
〻

與
二

一
二
之
友
人
一

憂
レ

負
二

初
心
一

而
已

十
一
月
朔
行
二

東
金
一

二
日
反
二

淸
名
村
一

與
二

友
人
一

期
下

明
三
日
啓
レ

行
歸
中

江
府
上

及
レ

企
二 

行
裝
一

徒
然  

將
下

持
二

墨
跡
一

空

歸
上
レ

郷
雖
レ

然 

吾
何
慊  

哉
因
與
二

鵜
沢
氏
一

謀
レ

實
二     

前
約
一

輒
作
二

講
義
一
小
冊
一

充
二

面
會
一

以
欲
下

歸
後
煩
二

小
童
生
一

各
〻

與
中 

其
家
上

便
妄
綴
二

數
言
一

以
易
二

石
尤
風
一

云
レ

爾
。
宝
暦
壬
申
十
一
月
二
日
［
稲
葉
亦
三
郎
操
二

箋
於
淸
名
村
旅
舘
一

］ 

『
姫
島
講
義
』 

不
レ

圖
姫
島
家
禍
如
レ

此
以
負
二

初
心
一

。
因
作
二

講
義
一
巻
一

。
略
示
二

要
領
一

。
與
二

之
八
子
一

。
以
勵
二

其
志
一

云
。
八
子
勉

乎
哉
。
美
質
之
易
レ

得
。
至
道
之
難
レ

聞
。
此
佐
藤
夫
子
之
所
下

以
蚤
ニ

編
二

鞭
策
録
一

晩
著
中

道
學
標
的
上

。
而
彼
闡
二

明
道
學
一

。

排
二

斥
異
教
一

。
使
二

後
學
知
一
レ

所
二

依
歸
一

者
非
レ

此
。
而
将
何
在
哉
。
寶
曆
壬
申
冬
十
一
月 

  

○
『
姫
嶌
口
義
』
注
釈 

 

凡
例 

一
、
本
編
は
、
千
葉
県
山
武
市
成
東 

熱
田
秀
夫
氏
所
蔵
の
稲
葉
黙
斎
の
真
蹟
『
姫
嶌
口
義
』
の
翻
刻
で
あ
る
。 

一
、
原
文
は
漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
和
文
と
漢
文
に
よ
っ
て
成
る
。
最
初
に
原
文
を
あ
げ
、
次
に
漢
文
の
部
分
の
訓
読
文
を
記

し
、
最
後
に
語
注
を
附
し
た
。 

一
、
真
蹟
書
を
忠
実
に
翻
印
す
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
読
解
上
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
変
更
を
加
え
た
。 

リ
キ

ノ

ナ
ラ
ン
ト
ハ

ノ

テ

ニ

シ
テ

ク

ス
ル
コ
ト
ヲ

ト
シ
テ

タ
ラ
ン

ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ

ン
コ
ト

ル

ク
ヲ

ニ

キ 

ニ

リ

ニ

テ

ヲ

ニ

ン
テ

ツ
ル
ニ

ヲ

チ

ヲ

ク

ン
ト

ニ

リ
ト

レ 

ソ 

テ

リ

ヲ

ク

リ

ヲ

テ

ニ

シ
テ

ヲ

ニ

ニ

リ

ヲ 

フ
ト

ニ

ル

ニ
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１ 

漢
字
片
仮
名
混
じ
り
の
和
文
の
部
分
に
つ
い
て 

(1) 

適
宜
段
落
に
分
け
句
読
点
を
加
え
た
。 

(2) 

濱
、
冫
、
兎
、
添
、
子
は
現
行
一
般
の
表
記
に
直
し
た
。 

(3) 

原
文
の
双
行
、
小
字
の
割
注
は
［ 

］
で
括
り
、
単
行
の
普
通
字
と
し
た
。 

(4) 
書
名
に
つ
い
て
は
『 

』
、
引
用
句
等
に
つ
い
て
は
「 

」
で
括
っ
た
。 

(5) 

意
味
上
、
並
立
の
関
係
に
あ
る
語
句
と
語
句
と
の
間
に
・
を
補
っ
た
。 

(6) 

和
文
の
中
の
漢
文
体
の
文
に
つ
い
て
は
、
訓
読
し
に
く
い
も
の
の
み
語
注
で
書
き
下
し
た
。 

２ 

漢
文
の
部
分
に
つ
い
て 

(1) 

原
文
の
双
行
、
小
字
の
割
注
は
［ 

］
で
括
り
、
単
行
の
普
通
字
と
し
た
。 

(2) 

豎
点
、
圏
点
な
ど
は
省
略
し
た
。 

３ 

漢
文
部
分
の
訓
読
で
は
、
便
宜
上
人
名
以
外
は
新
字
を
用
い
、
よ
み
に
く
い
字
に
は
振
り
仮
名
を
加
え
た
。 

一
、
語
注
で
は
、
『
姫
島
講
義
』
の
語
注
と
重
複
す
る
項
目
を
省
略
し
た
。 

  

▼
原
文 

 

姫
嶌
口
義 

 

呈
二

上
総
ノ
諸
君
一 

ス

ニ
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タ
イ

キ
リ

ミ

ス

ナ
ン
ヘ
ン

ホ
フ

サ

  

聖
人
ノ
道
先
儒
ノ
議
論
已
ニ
尽
キ
、
實
〻
確
〻
無
二 

復
遺
蘊
一

、
則
今
更
新
ニ
述
ル
モ
贅
ナ
リ
。
タ
ヾ
「
四
書
」
、
『
小
學
』
、

『
近
思
』
ノ
三
書
ヲ
グ
ル

く
く
〻
ト
讀
メ
バ
、
ソ
ノ
中
自
深
意
出
デ
他
ニ
求
ル
ニ
及
ズ
。
然
レ
ト
モ
ソ
ノ
三
書
ト
テ
モ
、

タ
ヾ
グ
ル

く
讀
ム
而
已
ニ
テ
ウ
カ

く
ト
シ
テ
ハ
、
睡
リ
ナ
ガ
ラ
須
磨
、
明
石
ノ
景
ヲ
見
ル
如
ク
ニ
テ
、
何
遍
ア
ロ
キ
テ
モ

爭
デ
カ
ソ
ノ
景
色
ヲ
知
ラ
ン
ヤ
。
サ
レ
バ
、
三
書
ヲ
ハ
ツ
キ
リ
ト
目
ヲ
惺
シ
テ
ミ
ル
ガ
肝
要
ナ
リ
。
ソ
コ
デ
コ
ソ
昔
年
我 

佐

藤
先
生
、『
講
學
鞭
策
』
ノ
書
ヲ
著
シ
玉
ヘ
リ
。
學
者
衆
ノ
グ
ヅ
ツ
カ
ル
ヽ
ニ
ム
チ
ヲ
ア
テ
、
ネ
ム
ラ
ル
ヽ
人
ノ
耳
ヲ
ヒ
カ
ル
ヽ

異
見
ナ
リ
。
然
レ
バ
、「
四
書
」
、『
近
思
』
、『
小
学
』
ノ
三
書
、
イ
カ
ホ
ド
難
レ

有
結
構
ナ
ル
書
ナ
レ
バ
ト
テ
、
鞭
策
ノ
心
ナ
ケ

レ
バ
、
鱠
ニ
酢
ノ
キ
カ
ザ
ル
如
ク
ニ
テ
、
鯛
モ
鱸
モ
無
用
ノ
肴
ト
ナ
ル
ナ
リ
。
「
四
書
」
モ
『
近
思
』
モ
無
用
ノ
書
ト
ナ
ル
ナ

リ
。
タ
ヾ

く
此
心
ヲ
ヒ
キ
タ
テ

く
、
眼
ヲ
サ
マ
シ
テ
、
先
軰
タ
チ
ノ
異
見
ヲ
誠
ニ
切
身
ニ
塩
ヲ
付
ル
如
ク
ニ
キ
ク
カ
、
千
〻

万
〻
實
ニ
學
ブ
ト
云
モ
ノ
ナ
リ
。
「
我
友
如
何
思
召
ヤ
」
と
自
家
身
上
ニ
引
付
ケ
痛
ク
警
策
ス
ベ
シ
。 

 

サ
テ
ソ
コ
ニ
一
ツ
ノ
不
審
ア
リ
。
世
ノ
中
ニ
サ
マ

く
儒
者
タ
チ
ア
ル
ニ
、
何
レ
ヲ
ミ
テ
モ
安
樂
ニ
詩
ヲ
賦
シ
文
ヲ
作
リ
、

登
レ

山
歩
レ

月
、
飲
レ

酒
啜
レ

茶
テ
、
ラ
ク

く
ト
樂
ミ
世
ヲ
渡
リ
ク
ラ
セ
ト
モ
、
ト
コ
ヨ
リ
咎
ム
ル
人
モ
ナ
ク
、
學
者
大
儒
先

生
ト
呼
ハ
ル
ヽ
ニ
、
何
ヲ
ク
ル
シ
ミ
テ
山
崎
一
家
ノ
學
ハ
勵
ミ
苦
ミ
テ
ホ
ネ
ヲ
ヲ
ラ
ル
ヽ
ゾ
。
カ
ク
ク
ル
シ
マ
ル
ヽ
學
ハ
果
シ

テ
何
ノ
學
ゾ
ヤ
。
曰
「
吾
學
由
来
有
準
的
以
至
聖
人
一

之
學
ナ
リ
」
。
聖
人
ト
云
人
、
日
本
タ
ヘ
テ
一
人
モ
見
ヘ
玉
ス
。
神
武
以

来
近
付
ニ
一
人
モ
ナ
ク
、
中
国
ト
テ
モ
四
五
千
年
ノ
久
キ
、
ツ
イ
ニ
カ
ホ
出
モ
ナ
ケ
レ
ハ
、
ド
ノ
ヨ
フ
ナ
モ
ノ
ト
書
付
テ
ハ
ミ

セ
カ
タ
ク
、
口
ニ
述
テ
ハ
聞
セ
ガ
タ
シ
。
タ
ヾ
聖
人
ト
云
人
ヲ
目
當
ニ
シ
テ
ス
ル
學
問
ヲ
、
眞
儒
ト
モ
云
ヒ
、
古
ヘ
ノ
學
者
ト

モ
云
ヒ
、
君
子
儒
ト
モ
云
ヒ
、
道
學
ト
モ
云
ヒ
、
経
學
ト
モ
云
ヒ
、
爲
レ

己
之
學
ト
モ
云
ヒ
、
他
処
カ
ラ
ハ
宋
儒
ト
モ
呼
フ
。

皆
是
我
黨
學
脈
心
法
聖
門
ノ
㫖
訣
ナ
リ
。
タ
ヾ
ソ
コ
ノ
道
學
ト
云
目
當
ナ
ケ
レ
ハ
、
向
キ
ニ
所
謂
先
軰
ノ
異
見
モ
、
講
學
之
鞭

策
モ
、
亦
無
用
ノ
異
見
、
無
用
ノ
鞭
策
ト
ゾ
ナ
ル
ナ
リ
。
ソ
コ
デ
コ
ソ
、
又
我 
佐
藤
先
生
、
『
道
學
標
的
』
ノ
書
ヲ
著
シ
、

ミ
ヽ

ス
ヾ
キ

ケ
レ
ハ

タ

ニ

シ

ニ

ヲ

リ

ヲ
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ヨ
ウ

ス

ナ
ガ
コ
ト

學
問
ノ
目
ア
テ
コ
ヽ
ナ
リ
ト
テ
、
長
言
ナ
シ
ニ
孔
曽
思
孟
周
程
張
朱
ノ
八
人
ヲ
出
シ
、
コ
レ
ヲ
我
輩
ノ
目
當
ニ
ソ
サ
レ
ケ
レ
バ
、

吾
人
コ
ノ
一
書
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
、
ヌ
ク
事
モ
ナ
ラ
ス
、
サ
ス
事
モ
ナ
ラ
ス
、
タ
ス
事
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
ヘ
ラ
ス
事
モ
ナ
ラ
ズ
、
全
然
シ
テ

當
レ

拜
二

讀
之
一

。 
因
告
二

諸
公
一

曰
我
日
東
始 

生
二

我
山
﨑
先
生
一

尋
有
二

佐
藤
淺
見
三
宅
三
先
生
之
出
一

道
學
明
二  

于
世
一

亦
不
レ

少   

矣
我
大
人

迂
斎
先
生
受
二

業
於
佐
藤
先
生
之
門
一

講
レ

學
有
レ

年
是
以
僕
自
レ

幼
学
二

于
膝
下
一

成
童
入
二

石
原
先
生
之
門
一

受
二

父
師
之
教
一

以
二

講
レ

書
説
一
レ

経
爲
二

己
業
一

僕
至
愚
卑
陋
豈
得
レ

受
二

其
高
喩
一

乎
然
今
稍
〻

知
二

理
道
之
可
一
レ

尚
而
以
二

此
道
一

為
レ

念
誠
教

之
使
レ

然
也
何
幸 
耶
僕
蒙
二

不
鄙
一

為
二

鵜
澤
生
一

所
レ

延
啓
レ

行
到
二

于
茲
一

諸
公
誤
為
レ

僕
設
二

講
席
一

日
〻 

使
二

某   

講
解
一

孜
〻
あ

不
レ

怠
其
勵
レ

学
之
厚
轉
足
レ

彊
二  

人
意
一

矣
某
先
月
十
九
日
離
二

膝
下
一

出
レ

家
及
レ

時
與
二

大
人
一

期
至
レ

茲
則
講
二

道
學
標
的
一

以
示
二

道
要
一

於
レ

是
先
レ

期
一
日
［
十
八
日
也
］
請
三

大
人
書
二

孔
曽
思
孟
周
程
張
朱
之
文
字
一

大
人
嘉
二

納
之
一

輒
書
二

其
語
各
〻

一
凢
八
道
一

以
從
二

某
請
一

乃
捧
出
某
初
意
將
以
爲 

上
総
諸
生
爲
レ

學
權
輿
二 

酒
井
先
生
一

盛
二 

和
田
老
大
兄
一

自
レ

是
諸
生
漸
次

立
レ

志
深
信
二

吾
大
人
一

不
レ

廃
レ

業
不
レ

拒
レ

教
乃
至
二

今
日
一

也
而 

随
二

從
大
人
一

其
直
指
面
命 

者
茲
八
人
矣
［
姫
嶌
鈴
木
氏 

折
戸
鈴
木
氏 

片
貝
布
留
川
氏 

成
東
安
井
氏  
早
船
平
山
氏  

小
松
安
井
氏  

淸
名
鵜
澤
氏 

東
金
大
木
氏
］
到
レ

此
則
趣
二

姫
嶌
學
舎
一

講
二

標
的
書
一

及
二

講
畢
一

以
二

大
人
墨
跡
八
道
各
〻

一 

贈
二

八
子
一

。
不
レ

圖
姫
嶋
老
兄
家
禍
如
レ    

此
於
レ

是
不
レ

得
三

八

子
同
集
二

會      

姫
嶌
一

而
日
〻

與
二

一
二
之
友
人
一

憂
レ

負
二

初
心
一

而
已
十
一
月
朔
行
二

東
金
一

二
日
反
二

淸
名
村
一

與
二

友
人
一

期
下

明
三
日
啓
レ

行
歸
中

江
府
上

及
レ

企
二   

行
裝
一

徒
然   

將
下

持
二

墨
跡
一

空
歸
上
レ

郷
雖
レ

然 

吾
何
慊   

哉
因
與
二

鵜
沢
氏
一

謀
レ

實
二     

前
約
一

輒
作
二

講
義
一
小
冊
一

充
二

面
會
一

以
欲
下

歸
後
煩
二

小
童
生
一

各
〻

與
中 

其
家
上

便
妄
綴
二

數
言
一

以
易
二

石
尤
風
一

云
レ

爾
。 

宝
暦
壬
申
十
一
月
二
日
［
稲
葉
亦
三
郎
操
二

箋
於
淸
名
村
旅
舘
一 

］ 

 

ケ
ン

ヨ

ク
ワ
タ

ト
シ
テ

ニ

ス

ヲ

―  

―  

―  

―  

―  

―  

―  

― 

ナ
ル
コ
ト

シ
カ
ラ

ヲ
シ
テ

ト
シ
テ

フ
ス
ル
ニ 

ナ
ラ
ン
ト
ハ

ス
ル
コ
ト
ヲ

ツ
ル
ニ

ト
シ
テ

タ
ラ
ン

ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ

ン
コ
ト

―  

―  

―  

―  

―  

―  

―  

― 

―  

― 

テ 

ニ

カ

メ
テ

シ 

カ 

ヲ

テ

テ

ノ

ル

ノ

ニ

ヲ

ニ

ヲ

ヒ

ニ

リ

ニ

ケ

ヲ

シ

ク
ヲ

ヲ 

カ

ト

ニ

ン

ヲ

ヲ

ニ

リ

ヲ

フ

テ

ヲ

ス 

ト

ニ

ム
ル

ラ

ソ 

ナ
ル

リ

ヲ

メ
ニ

ノ 

テ

ヲ

ル

ニ

テ

メ
ニ

カ

ケ

ヲ

ニ

セ

ラ 

ム

ヲ

キ

ヲ 

レ

ヲ

ツ

ヲ

テ

ニ

ス

ラ
ハ

ニ

ニ 

シ

ン
ト

ヲ

ニ

ニ

フ

ニ

ス
ル

ヲ

シ

ヲ 

ク 

シ

ツ

ソ

ヲ

テ 

フ

カ

ニ 

シ

ツ

シ 

ニ

ラ
ク

ノ

シ
テ

ニ

カ
ン
ニ

ニ

テ

ヲ

ク

シ

ヲ 

テ

ヲ 
マ 

ヲ

ル

ニ

ル
ニ

シ

ナ
ル

ニ 

ノ

ノ

ノ 

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ラ
ハ

キ

ノ 

ニ

シ

ノ

ヲ 

ン
テ

ル
ニ

テ

ツ
ヲ

ン
ト

ニ

リ
キ

ノ

ノ 

テ

ニ

シ
テ

ク

ル

ク
ヲ

ニ

キ

ニ

リ

ニ

テ

ヲ

ニ 

ン
テ

ヲ

チ

ヲ

ク

ン
ト

ニ

リ
ト

レ

ソ

テ

リ

ヲ

ク 

リ

ヲ 

テ

ニ

シ
テ

ヲ

ニ

ニ

リ

ヲ

テ

フ
ト

ニ

ル 

ニ

ニ
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ス
ン
バ
ア
ル

ナ
ガ
イ
キ 

ヒ
ク

ウ
チ

ヨ
ロ
シ
ク

孔
曽
思
孟
周
程
張
朱
語       

講
義
畧 

朝
聞
道
夕
死
可
矣  

注
ニ
不
レ

可
二

以

不
一

ト
云
字
ア
リ
。
眼
ヲ
付
テ
ミ
ヨ
。 

金
ヲ
モ
タ
ズ
ン
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ス
、
長
生
ヲ
セ
ス
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ス
、
ズ
ン
バ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
バ
色
〻
ア
リ
。
タ
ヽ
コ
ヾ

ノ
ス
ン
ハ
ア
ル
へ
カ
ラ
ズ
カ
ナ
イ
。
コ
ヽ
カ
大
事
ノ
処
ナ
リ
。
逐
一
姫
嶋
君
ニ
テ
埒
ヲ
御
明
ケ
候
ヘ
か
し
。 

一
夕
死
イ
ヤ
ナ
事
ナ
リ
。
八
十   

而
福
来
便
死
矣
、
コ
レ
ハ
イ
ヤ
ナ
事
ナ
リ
。
朝
聞
道
夕
死
可
矣
。
ナ
ゼ
ニ
可
矣
ナ
ル
ゾ
。
体

認
シ
テ
ミ
ル
ベ
シ
。 

在
明
明
德
在
親
民
在
止
於
至
善 

佛
者
ハ
役
ニ
立
ズ
。
覇
者
ハ
役
ニ
立
ス
。
文
仲
子
ハ
役
ニ
立
ス
。
學
問
ハ
、
大
學
ヲ
マ
ナ
ブ
事
大
ナ
コ
ト
ナ
リ
。
大
コ
ト
ハ

タ
ヾ
ハ
ナ
ラ
ズ
。
可
レ

思
。
サ
テ
親
ノ
字
ヲ
、
程
子
、
當
レ

作
レ

新
ト
。
一
寸
シ
タ
事
ナ
レ
ド
モ
眞
儒
ナ
リ
。
王
陽
明
カ
親
ノ

字
テ
ヨ
イ
ト
云
ハ
大
ダ
ワ
ケ
ナ
リ
。
ト
コ
カ
眞
儒
ゾ
ヤ
。
ド
コ
ガ
タ
ワ
ケ
ゾ
ヤ
。
自
家
引
受
テ
知
ル
ベ
シ
。 

尊
德
性
而
道
問
學 

德
性
ヲ
尊
ヌ
カ
ラ
卑
シ
。
問
學
ニ
道
ヌ
カ
ラ
小
シ
。
學
ハ
高
ク
大
ナ
ル
ヲ
ヨ
シ
ト
ス
。
高
大
之
字
、
所
レ

包
廣
。
可
レ

味
。

卑
小
之
字
、
千
万
ノ
気
ノ
毒
コ
ヽ
ノ
中
ニ
ア
リ
。
所
レ

包
廣
可
レ

戒
。 

孟
子
道
性
善
言
必
稱
堯
舜 

學
問
ハ
性
善
ナ
レ
バ
コ
ソ
ナ
ル
。
猿
ハ
カ
シ
コ
ク
テ
モ
ナ
ラ
ヌ
。
學
問
ノ
綱
領
、
性
善
ノ
二
字
ナ
リ
。
タ
ヾ
性
善
バ
カ
リ
云

タ
ト
テ
モ
、
イ
ヤ
ト
ハ
云
ハ
レ
ネ
ト
モ
、
俗
人
共
ガ
ゼ
ウ
ガ
コ
ワ
イ
カ
ラ
、
稱
二

堯
舜
一

。
然
レ
ハ
、
堯
舜
ハ
證
文
ナ
リ
。

證
文
サ
ヘ
ア
レ
ハ
、
公
事
ニ
マ
ケ
ヌ
。
サ
テ
、
證
文
ニ
ハ
大
勢
ヲ
出
ス
ヘ
キ
ニ
、
タ
ヽ
二
人
テ
ハ
少
キ
ニ
非
ス
ヤ
。
直
方
曰
、

「
一
匹
ノ
猫
鼠
ヲ
ト
レ
バ
、
ア
ト
ノ
千
匹
ハ
ミ
ナ
ト
ル
」
。
此
中
有
二

深
意
一

。
姫
嶋
丈
宜
奉
頼
候
。
荀
・
楊
ガ
大
ダ
ワ
ケ
ハ

ニ 

ハ 

ニ
シ
テ

ス

ト

ム

シ 

シ

ム

ス

ヲ

ル

チ

―  

リ
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モ
ノ

コ
ヽ
ヲ
シ
ラ
ヌ
ユ
ヘ
ノ
事
。
ソ
レ
ニ
注
ヲ
ス
ル
司
馬
温
公
、
サ
テ

く
痛
敷
事
ナ
リ
。
コ
ヽ
ニ
ナ
ル
ト
温
公
ニ
サ
ヘ
顔
ヲ
赤

ク
サ
セ
ル
ゾ
。 

我
友
自
重
ゼ
ヨ
。
人
柄
ワ
ル
ケ
レ
ハ
一
休
小
僧
ナ
リ
。 

聖
希
天
賢
希
聖
士
希
賢
［
毎
レ

讀
不
レ

覚
揚
レ

言
曰
吁
々
快
哉
快
哉
］ 

天
ガ
腰
ヲ
ヤ
ス
メ
ヌ
カ
ラ
、
聖
人
モ
ヤ
ス
マ
ヌ
。
聖
人
カ
ヤ
ス
マ
ヌ
カ
ラ
、
賢
人
モ
ヤ
ス
マ
ヌ
。
賢
人
ガ
ヤ
ス
マ
ヌ
カ
ラ
、

士
ハ
ナ
ヲ
ヤ
ス
マ
ヌ
。
士
ト
ハ
學
者
ナ
リ
、
儒
者
ナ
リ
。
メ
ン

く
ノ
事
ナ
リ
。
俗
人
ハ
士
テ
ナ
シ
。
ソ
コ
デ
ヤ
ス
ム
。 

言
學
便
以
道
為
志
言
人
便
以
聖
爲
志 

志
ニ
遠
慮
ハ
入
ヌ
事
。
メ
ン

く
カ
フ
キ
イ
テ
モ
尻
ゴ
ミ
ヲ
ス
ル
ハ
、
カ
イ
ナ
イ
ユ
ヘ
ナ
リ
。
ソ
レ
カ
ス
グ
ニ
志
ノ
ナ
イ
ノ

ナ
リ
。
志
ノ
タ
ン
テ
キ
ヲ
云
ニ
、
奉
公
ス
ル
ト
キ
君
ヲ
ソ
マ
ツ
ニ
ス
マ
イ
ト
ヲ
モ
イ
、
女
ノ
昏
礼
ス
ル
ト
キ
夫
ヲ
二
人
モ
ツ

マ
イ
ト
ヲ
モ
フ
ガ
志
ナ
リ
。
女
ガ
夫
ヲ
二
人
モ
ト
フ
ト
云
心
ナ
ラ
ハ
、
ダ
レ
モ
女
房
ニ
ハ
ス
マ
イ
カ
、
學
者
カ
聖
人
ニ
ナ
ラ

レ
マ
イ
ト
云
ヲ
バ
、
ナ
ゼ
ニ
ユ
ル
ス
ゾ
。 

為
天
地
立
心
為
生
民
立
道
為
去
聖
繼
絶
學
為
万
世
開
太
平 

直
方
云
、
「
四
ツ
為
ノ
字
ア
レ
ト
モ
、
身
ノ
為
メ
の
一
モ
ナ
イ
」
ト
。
正
信
竊
謂
張
子
ノ
此
言
ホ
ン
ナ
リ
。
迂
詐
デ
ナ
シ
。

學
者
タ
チ
キ
モ
ヲ
ツ
ブ
サ
ル
ヽ
ナ
。
燕
雀
何
知
ニ

鴻
鵠
之
心
一 

致
知
以
明
之
立
志
以
守
之
造
之
以
精
深
充
之
以
光
大 

正
信
謂
四
者
廃
其
一
則
非
學 

右
段
々
ニ
而
全
体
肝
要
ノ
コ
ル
処
ナ
シ
。
タ
ヾ
コ
レ
ヲ
体
認
ス
ル
事
難
シ
。
功
夫
ノ
仕
方
、
非
レ

他
。
「
必
有
レ

事
勿
レ

正
」
ノ

五
字
最
妙
ナ
リ
。
フ
ン
デ
フ
マ
ザ
レ
、
活
〻
溌
〻
、
中
庸
ト
云
モ
コ
レ
ナ
リ
。
自
然
ト
云
モ
コ
レ
ナ
リ
。
知
ル
者
ハ
知
ラ
ン
。

其
要
在
二

學
友
集
會
一

。 

ト
ニ

ケ
テ

ヲ
ソ

ン

ヲ

―  

―  

リ

ノ 

ニ
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千
〻
万
〻
遺
恨
ナ
ル
ハ
姫
嶋
丈 

書
不
レ

尽
レ

言
言
不
レ

尽
レ

意 

頓
首
九
拜 

 
二
日
夜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

稲
葉
正
信 

 

呈 

姫
嶌
大
兄 

折
戸
丈 

布
留
川
氏 

平
山
氏 

安
井
氏 

小
松
生 

鵜
澤
氏 

大
木
氏 

 
 

 

案
下 

 

別
幅 

孔
曽
思
孟
周
程
張
朱
之
語 

 

八
道
大
人
眞
蹟
我 

八
子
丈
各
〻

以
下

入
二

大
人
之
門
一

先
後
上

立
二

次
序
一

乃
宜
三

受
二

納  

之
一

其
學
之

進
否
徳
之
高
下
或
有 

焉

シ
了
ル

ハ

ノ

カ

ル
ノ

ヲ

ヲ

チ

ク

ハ

ラ
ン

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

―  

―

―  

― 

―  

― 
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つ

こ
こ

せ
う
せ
う 

ま
ね

こ
こ

そ
れ
が
し

し

し

 
う
た
た

つ
よ

た
や
す

お
よ

お
も

へ

た 
け
ん

よ

す

こ
こ

吾
不
二

敢
言
一

也 

 
▼
漢
文
部
分
の
訓
読 

  

因
つ
て
諸
公
に
告
げ
て
曰
く
、
我
が
日
東
、
始
め
て
我
が
山
崎
先
生
を
生
じ
、
尋
い
で
佐
藤
、
淺
見
、
三
宅
の
三
先
生
の
出

づ
る
有
り
て
、
道
学
の
世
に
明
ら
か
な
る
こ
と
亦
少
し
か
ら
ず
。
我
が
大
人
迂
斎
先
生
、
業
を
佐
藤
先
生
の
門
に
受
け
、
学
を

講
じ
て
年
有
り
。
是
を
以
て
僕
幼
よ
り
膝
下
に
学
び
、
成
童
石
原
先
生
の
門
に
入
り
、
父
師
の
教
ヘ
を
受
け
、
書
を
講
じ
経
を

説
く
を
以
て
己
が
業
と
為
す
。
僕
、
至
愚
卑
陋
、
豈
其
の
高
喩
を
受
く
る
を
得
ん
や
。
然
る
に
今
、
稍
々
理
道
の
尚
ぶ
べ
き
を

知
り
、
此
の
道
を
以
て
念
と
為
す
。
誠
に
教
へ
の
然
ら
し
む
る
な
り
。
何
ぞ
幸
な
る
や
。
僕
、
不
鄙
を
蒙
り
、
鵜
澤
生
の
為
に

延
か
れ
行
を
啓
き
て
茲
に
到
る
。
諸
公
、
誤
つ
て
僕
か
為
に
講
席
を
設
け
、
日
々
に
某
を
し
て
講
解
せ
し
む
。
孜
々
と
し
て

怠
ら
ず
。
其
の
学
を
励
む
の
厚
き
、
転
人
意
を
彊
ふ
す
る
に
足
る
。 

 

某
、
先
月
十
九
日
膝
下
を
離
れ
家
を
出
づ
。
時
に
及
び
て
大
人
と
期
す
、
茲
に
至
ら
ば
則
ち
『
道
学
標
的
』
を
講
じ
以
て
道

要
を
示
さ
ん
と
。
是
に
於
て
期
に
先
ん
ず
る
一
日
［
十
八
日
な
り
］
、
大
人
に
孔
曽
孟
思
周
程
張
朱
の
文
字
を
書
す
る
を
請
ふ
。

大
人
、
之
れ
を
嘉
納
し
、
輒
く
其
の
語
各
々
一
つ
凡
そ
八
道
を
書
し
、
以
て
某
が
請
ひ
に
從
ふ
。
乃
ち
捧
じ
出
づ
。
某
、
初
意

将
に
以
為
ら
く
、
上
総
諸
生
の
学
為
る
や
、
酒
井
先
生
に
権
輿
し
て
、
和
田
老
大
兄
に
盛
ん
に
、
是
れ
よ
り
諸
生
、
漸
次
志
を

立
て
、
深
く
吾
が
大
人
を
信
じ
、
業
を
廃
て
ず
、
教
ヘ
を
拒
ま
ず
、
乃
ち
今
日
に
至
る
な
り
。
而
る
に
、
大
人
に
随
従
し
、
其

の
直
指
面
命
な
る
者
茲
に
八
人
な
り
。
［
姫
島
の
鈴
木
氏 

折
戸
の
鈴
木
氏 

片
貝
の
布
留
川
氏 

成
東
の
安
井
氏 

早
船
の

平
山
氏 

小
松
の
安
井
氏 

清
名
の
鵜
澤
氏 

東
金
の
大
木
氏
］
此
に
到
ら
ば
、
則
ち
姫
島
の
学
舎
に
趣
き
、
『
標
的
』
の
書

を
講
じ
、
講
畢
る
に
及
ん
で
、
大
人
の
墨
跡
八
道
各
々
一
つ
を
以
て
八
子
に
贈
ら
ん
と
。 

ス 
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す
な
は

せ
き
ゆ
う
ふ
う

か

あ
あ

ご
と

い
た

お
ど

あ
き

き
つ
き
ん

 

図
ら
ざ
り
き
、
姫
島
老
兄
の
家
の
禍
、
此
く
の
如
く
な
ら
ん
と
は
。
是
に
於
て
、
八
子
同
じ
く
姫
島
に
集
会
す
る
こ
と
を
得

ず
し
て
、
日
々
一
二
の
友
人
と
初
心
に
負
く
を
憂
ふ
る
の
み
。
十
一
月
朔
、
東
金
に
行
き
、
二
日
清
名
村
に
反
り
、
友
人
と
明

三
日
行
を
啓
き
て
江
府
に
帰
ら
ん
こ
と
を
期
す
。
行
装
を
企
つ
る
に
及
ん
で
、
徒
然
と
し
て
将
に
墨
跡
を
持
ち
空
し
く
郷
に
帰

ら
ん
と
す
。
然
り
と
雖
も
、
吾
れ
何
ぞ
慊
た
ら
ん
や
。
因
つ
て
鵜
澤
氏
と
前
約
を
実
に
せ
ん
こ
と
を
謀
り
、
輒
く
講
義
一
小
冊

を
作
り
、
面
会
に
充
て
、
以
て
帰
つ
て
後
小
童
生
を
煩
は
し
て
各
々
其
の
家
に
与
ヘ
ん
こ
と
を
欲
す
。
便
ち
妄
に
数
言
を
綴

り
、
以
て
石
尤
風
に
易
ふ
と
云
爾
。
宝
暦
壬
申
十
一
月
二
日
［
稲
葉
亦
三
郎 

箋
を
清
名
村
旅
館
に
操
る
。
］ 

 

○
語
注 

【
曰
「
吾
學
由
来
有
準
的
以
至
聖
人
一

之
學
ナ
リ
」
】
曰
く
、
「
吾
が
學
の
由
り
て
来
た
る
準
的
有
り
、
以
て
聖
人
に
至
る
の
學

な
り
」【
東
金
大
木
氏
】
八
子
の
う
ち
東
金
の
清
十
郎
こ
と
桜
木
誾
斎
は
、
大
木
剛
中
と
称
し
た
。【
何
慊  

哉
】
ど
う
し
て
満

足
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
【
石
尤
風
】
旅
人
の
行
く
手
を
は
ば
む
向
か
い
風
。
尤
朗
の
妻
と
な
っ
た
石
氏
の
娘
が
、
旅
に
出
て

行
方
不
明
と
な
っ
た
夫
を
思
う
あ
ま
り
病
に
倒
れ
、
「
自
分
は
大
風
に
な
っ
て
人
が
遠
く
旅
に
出
る
の
を
天
下
の
妻
達
の
た
め

に
は
ば
む
」
と
言
っ
て
死
ん
だ
故
事
に
よ
る
。【
文
仲
子
】
王
通
。【
毎
レ

讀
不
レ

覚
揚
レ

言
曰
吁
々
快
哉
快
哉
】
読
む
毎
に
、
覚

え
ず
言
を
揚
げ
て
曰
ふ
、「
吁
々
、
快
哉
快
哉
」
と
。【
燕
雀
何
知
ニ

鴻
鵠
之
心
一

】「
燕
雀
い
づ
く
ん
ぞ
鴻
鵠
の
志
を
知
ら
ん
や
。
」

（
『
史
記
』
陳
渉
世
家
）
【
正
信
謂
四
者
廃
其
一
則
非
學
】
正
信
謂
ふ
、
「
四
者
の
其
の
一
を
廃
す
れ
ば
、
則
ち
学
に
非
ざ
る
な

り
」
と
。【
活
〻
溌
〻
】「
活
潑
潑
地
」
と
同
意
。
心
が
引
き
締
ま
っ
た
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
作
為
な
く
自
然
で
、
と

ど
こ
お
り
な
く
い
き
い
き
と
天
理
の
妙
用
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
状
態
。『
二
程
全
書
』
巻
四
の
程
明
道
の
言
葉
に
「
「
鳶
飛

ん
で
天
に
戻
り
、
魚
淵
に
躍
る
。
其
の
上
下
に
察
ら
か
な
る
を
言
ふ
な
り
」
。
此
の
一
段
は
、
子
思
の
喫
緊
に
人
の
為
に
せ
し

処
に
し
て
、
「
必
ず
事
と
す
る
こ
と
有
れ
、
而
も
心
に
正
め
す
る
こ
と
勿
れ
」
の
意
と
同
じ
。
活
潑
潑
地
な
り
。
会
し
得
る
時

ノ

ソ

タ
ラ
ン

ト
ニ

ケ
テ

ヲ

ソ

ン

あ
ら
か
じ
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は
、
活
潑
潑
地
な
り
。
会
し
得
ざ
る
時
は
、
只
是
れ
精
神
を
弄
す
る
の
み
。
」
と
あ
る
。 
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